



平成 +2年 +,月 +日受付平成 +3年 -月 +/日受理
要約 : シロテンハナムグリの生活史を 屋外飼育実験の結果を基に推定した 飼育実験の結果 本種の生活
史型は 年 +化幼虫越冬多回繁殖型であった 成虫の寿命は約 +年で 活動期間は /月から 3月である
が 夏季に羽化した新成虫は摂食活動の後に地中で越冬して 翌年も再び活動を行った なお 新成虫の多
くは初年度には繁殖活動を行わないが 一部は初年度と次年度の ,回 繁殖を行った 幼虫は -齢が終齢で
あり 初年度の冬季は終齢幼虫の状態で休眠室を形成し この中で越冬した 成虫の餌資源植物について調
査した結果 餌資源植物は -綱 +2目 ,/科 .,種であった このうち訪花植物は ,綱 +.目 +3科 -*種 樹液








テンハナムグリ Protaetia orientalis Gory et Percheron
は 日本 台湾 済州島 朝鮮半島 中国 グァム島 サイ
パン島に分布する+ 本種には .亜種が知られるが, この
うち日本には日本亜種 ssp. submarmorea Burmeister
トカラ列島亜種 トカラシロテンハナムグリ ssp. tokarana
Nomura,台湾亜種 サカイシロテンハナムグリ ssp. sakaii
H. Kobayashiの -亜種が生息する+ これら -亜種の分布
地は 日本亜種が 北海道 本州 飛島 粟島 佐渡島
舳倉島 隠岐諸島 伊豆諸島 大島 利島 新島 式根島
神津島 三宅島 御蔵島 青ケ島 八丈小島 八丈島 小
笠原諸島 父島 戦後移入 四国 沖ノ島 九州 壱岐
五島列島 対馬 男女群島 甑島列島 馬毛島 硫黄島
種子島 口永良部島 屋久島 奄美大島+ トカラ列島亜種
が トカラ列島 口之島 中ノ島 臥蛇島 諏訪瀬島 悪
石島+ 台湾亜種が 台湾および尖閣諸島と 戦後移入し
た日本各島として 沖縄諸島 伊平屋島 伊是名島 沖縄
本島 古宇利島 慶良間列島 渡嘉敷島 宮古諸島 宮




リ亜科の一種である 成虫の活動期は /月から 3月とさ
れ 樹液 熟果 花に集まり これを餌資源とすることが
知られているが.詳しい報告はないまた本種は農業に
















供試虫は神奈川県厚木市船子において +33/年 2月 +0
日にクヌギ Quercus acutissima Carruthersの樹液を摂食
していた雄 -頭 雌 -頭を用いた これらの個体はプラス







としては糖蜜のほか バナナMusa sapientum L.の果実を
*東京農業大学短期大学部環境緑地学科
J. Agric. Sci., Tokyo Univ. Agric., /, (,), 2330 (,**1)
東京農大農学集報 /, , 2330 ,**1
時与えた 実験場所は神奈川県川崎市麻生区 標高 ./
m とし 飼育容器は直射日光と雨が当たらない屋外に置





東京都町田市能ケ谷町にて +33.年の /月 +.日 0月 ,
日 0月 0日 0月 ,-日の .回の野外調査を行いシロテ
ンハナムグリの成虫が採餌している餌資源植物を記録し





なお 確認された訪花植物各種の花色 開花期 結実期を
明記するために次の文献類を参照した花色に関しては
牧野2を主としたが 林3, +*も併用した 開花期に関して
は 佐竹ら+++-と佐竹ら+., +/を主とし他の文献3, +*, +0, +1も併




た 図 + 成虫の活動時期は /月上旬から +*月下旬で
あったが 既存の知見では /月から 3月とされ. 自然状
態では 餌資源である雑木 クヌギまたはコナラ Quercus
serrata Thunb. ex Murray の樹液が尽きる 3月いっぱ
い+3で活動を終えると考えられる 従って図中の活動期間





幼虫は 1月上旬から見られ -齢が終齢であった 各齢
期の幼虫が見られる時期は +齢幼虫が 1月上旬から 3月
上旬 ,齢幼虫が 1月下旬から +*月上旬 -齢幼虫は 2月
中旬から見られ そのまま越冬し 翌年の蛹室形成が終わ
る 1月上旬頃まで見られる 初年度の越冬態は上述のとお
り -齢幼虫であった 越冬に入る -齢幼虫は ++月頃から

























続け ++月上旬には地中に潜って休眠した ただし この
ように新成虫の活動期間が +*月下旬まで続くことは自然
状態ではないと思われ その理由については先述した ち



















翌年に -齢に達し 遅れて羽化したが 最も遅い時期に産
下された卵から孵化した個体は -齢のままさらに越冬し


















物は -綱 +2目 ,/科 .,種であった このうち花粉花蜜
を餌資源とするもの 訪花植物 は ,綱 +.目 +3科 -*種
樹液を餌資源とするもの 樹液利用植物 は ,綱 -目 -科
/種果実を餌資源とするもの 果実利用植物は +綱 .目
/科 2種であった





れたシロテンハナムグリの在来の訪花植物は ,綱 +*目 +,
科 +1種であったこのうち草本が +,木本が 22で
2割以上を木本種が占めていた
日本産ハナムグリ亜科のなかで唯一 訪花植物目録がま
とまっているコアオハナムグリ Gametis jucunda Falder-
nann では ,綱 ,.目 -2科 ++0種が知られるが,+, -/ この





























花冠と萼 に覆われずに露出している花を 露出型 花
被で隠れているものを 隠蔽型 として 表 +よりシロテ
ンハナムグリの訪花植物種を類別した その結果 露出型





の花色であるが 調査の結果から 白色 黄白色 黄色
紅色 淡紫色 紫色の 0色が確認された 表 + これらの
図 + シロテンハナムグリの生活史












最も多く 1-を占め 次に黄色が +2であり この ,色





樹液利用植物は木本のみで 野生種が 2* 栽培種が
,*であった 表 , 裸子植物亜門 GYMNOSPERMAE




そらく シラカシ Quercus myrsinaefolia Blumeやアカメ
ガシワMallotus japonicus Thunb. ex Murray Muell.
Arg. などの樹液も利用すると考えられる
果実利用植物は草本が ,/木本が 1/であった 表





































る 今後は 餌資源をめぐる他のハナムグリ類 ハナムグ
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Life History of Protaetia orientalis (Coleoptera :
Scarabaeidae) in the Kanto District ; and
Food Resource Plants of P. orientalis in Japan
By
Kazuhiro IIJIMA* and Masatoshi TAKEUCHI*
(Received December +, ,**0/Accepted March +/, ,**1)
Summary : The life history of Protaetia orientalis (Coleoptera : Scarabaeidae) was studied by an
outdoor breeding experiment. The result of the breeding experiment showed that the chafer has
[one-year life history]-[larva hibernation]-[numerous time breeding period]-life history type. The
adult lifetime was about + year. An adult of the chafer, which underwent an adult eclosion in the
summer, stayed over winter in the ground after feeding. It emerged the following year in the early
summer and became active again. Incidentally, many adults did not reproduce in the ﬁrst year ;
however, a small number of adults had two breeding seasons, one in the ﬁrst year and one in the
following year. The larvae pass through a total of three instars, and in the winter of the ﬁrst year, it
formed a diapause chamber by the last instar larva and stayed over winter among these. After
investigating the food resource plants that adult chafers visited for feeding, ., species in ,/ families
of +2 orders of - classes were conﬁrmed. Of these, as for visiting-plants, -* species in +3 families of +.
orders of , class, and as for sap use plants, / species in - families of - orders of , classes, and as for fruit
use plants, 2 species in / families of . orders of + class were conﬁrmed. These results proved that the
chafer changed its food source from pollen and nectar to sap and fruit, with the change of the season.
In addition, by this action, it was able to avoid any lack of food resources. This factor is thought to
give the chafer a long active period and lifetime as compared with other species of Cetoniinae.
Key words : Cetoniinae, life history, life history type, diapause chamber, pollinator
* Department of Environment and Landscape, Junior College of Tokyo University of Agriculture
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